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コ ウ ロ ウ タ ロ ウ
厚労 太郎

○○病院

○○工業株式会社

○○

川崎市高津区千年○○-○

川崎市川崎区榎町○-○

代表取締役　○○ 一郎

川崎南

左足関節捻挫

鋳物工

1 0 0 8 9 1 6

○○

千代田区霞ヶ関 1-2-2

チヨダクカスミガセキ
10

第一工場長
○○ 二郎

40

　鋳物工場内の２階倉庫から1階作業場に通じる階段において、

木箱（65×45×20㎝）を倉庫から搬出作業中、後ろ向きに階段を下って

いたため、足を踏み外し、約1.7ｍ下に転落し、左足首を捻挫した。

○○○ ○○○ ○○○○電話（　　）　－

〒　　－××××213

○○○ ○○○ ○○○○電話（　　）　－

○○○ ○○○ ○○○○電話（　　）　－

〒　　－××××210

30 5 30

30 6 4

千代田区霞ヶ関1-2-2

厚労 太郎

〒　　－001 6198

印

副署長



イ
30 6 17 8 54

飯田市桜町○丁目

飯田市桜町○-○

○ ○ ヒ サ

飯田市桜町○丁目
桜町銀行本店前市道

30 6 17 9 00
30 6 17

50

8 00

ＪＲ桜町駅から会社まで徒歩で出勤中、桜町○丁目桜町銀行
本店前の市道で道路の縁石につまづき、転倒し、左手首を骨折した。

○○○ ○○○ ○○○○電話（　　）　－

（あ）どのような場所で
（い）どのような作業をしているときに
（う）どのような物又は環境に
（え）どのような不安全な又は有害な状態
　　　があって
（お）どのような災害が発生したか
（か）⑩と初診日が異なる場合はその理由
　　　を簡明に記載する事

社会保険
労 務 士
記 載 欄

作成年月日・提出代行者・事務代理者の表示 氏　　　　名 電　話　番　号

（　　）　－印

８

電話（　　）　－

〒



4 0 1 0 7 6 0 3 4 5 1 0 0 0

1

1

5 0 0 0 5 2 3

6 1 1 7 4 3 4

7 3 0 0 7 1 8

ロ ウ ト ゛ ウ  イ チ ロ ウ

ロ ウ ト ゛ ウ  イ チ ロ ウ

労働 一郎

労働 一郎

○○

△△

配管作業○○

1 0 0 8 9 1 6 千代田区霞ヶ関 1-2-2

○○建設株式会社

北九州市小倉北区○○○

代表取締役　○○　二郎

右膝内側靭帯損傷

右痛みを訴える
漸次軽快

近くに療養に適した労災指定病院
がなかったため

30 7 30

30 7 18

30 7 30

30 7 30

30 8 2

北九州市小倉北区下到津○○

○○病院
○○ 太一

30 7 30 13 6

○○○ ○○○ ○○○○電話（　　）　－

〒　　－××××803

○○○ ○○○ ○○○○電話（　　）　－

〒　　－××××803

印

3 5 0 0 0

3 5 0 0 0

〒　　－001 6198 ○○○ ○○○ ○○○○電話（　　）　－

千代田区霞ヶ関1-2-2

労働 一郎

北九州

印

１治癒
（症状固定）
３継続
５転医
７中止
９死亡
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渋 谷

△　△
100

○○

千代田区霞ヶ関1-2-2

厚労 太郎

厚労 太郎

プレス工

千代田区霞ヶ関1-2-2

○ ○ 工業株式会社

杉並区井草○-○

代表取締役　○○良助

○○北病院

杉並区井草○-○-○

△△病院

渋谷区代々木○-○

左手示指基節骨々折、左手中指挫傷

○○○○ ○○○○

8916

30

昭和○○ 11 10
30 7

4 00

4

30 8 8

○○

8 9

1 3 1 0 7 9 8 7 6 5 4 0 0 0

 プレス工場において材料（重ねた鉄板、重量約 7 0 k g ）を同僚と
2人で運搬し、プレス機の前の床におろす際、あやまって手をすべらせて、持って
いた鉄板とコンクリートの床面との間に左手第2・3指をはさまれて負傷
したもの。

167 ×○×○

○○○ ×○×○

○○○ ○×○×

○○ ○○○○ ○○○○

 通院療養のため、自宅からの距離が短い
病院にかえたいため。

情報


